
(57)【要約】

【課題】　ドア動作指令信号がノイズ等の悪影響によっ

て不適正に変化した場合でもドアが開かないように安全

性を確保することができ、悪影響が解除された場合は適

正にドアの開閉動作が行えるようにすること。

【解決手段】　開閉動作判断制御部５によって、第１及

び第２の開動作指令信号１２－１，１２－２のうち第１

の開動作指令信号１２－１がドア２の開動作を要求する

信号状態に変化してから設定時間Ｔｓ内に第２の開動作

指令信号１２－２が開動作を要求する信号状態に変化し

ない場合は開動作指令の異常と判断し、この判断後、第

２の開動作指令信号１２－２が開動作を要求する信号状

態に変化した時でもドア２の開動作を行わないように制

御する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 入 力 さ れ る 少 な く と も ２ つ の ド ア 動 作 指 令 信 号 に 応 じ て 車 両 用 の ド ア の 開 動 作 及 び 閉 動
作 を 制 御 す る ド ア 制 御 装 置 に お い て 、
　 前 記 ２ つ の ド ア 動 作 指 令 信 号 の う ち 一 方 の ド ア 動 作 指 令 信 号 が ド ア の 開 動 作 を 要 求 す る
信 号 状 態 に 変 化 し て か ら 設 定 時 間 内 に 他 方 の ド ア 動 作 指 令 信 号 が 開 動 作 を 要 求 す る 信 号 状
態 に 変 化 し な い 場 合 は 開 動 作 指 令 の 異 常 と 判 断 し 、 こ の 判 断 後 、 前 記 他 方 の ド ア 動 作 指 令
信 号 が 開 動 作 を 要 求 す る 信 号 状 態 に 変 化 し た 場 合 で も ド ア の 開 動 作 を 行 わ な い よ う に 制 御
す る 制 御 手 段
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る ド ア 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 開 動 作 指 令 の 異 常 を 判 断 後 に 、 全 て の ド ア 動 作 指 令 信 号 が 閉 動 作
を 要 求 す る 信 号 状 態 に 変 化 し た 場 合 に 、 当 該 異 常 が 解 消 し た と 判 断 し 、 こ の 判 断 後 、 一 方
の ド ア 動 作 指 令 信 号 が 開 動 作 を 要 求 す る 信 号 状 態 に 変 化 し て か ら 前 記 設 定 時 間 内 に 他 方 の
ド ア 動 作 指 令 信 号 も 開 動 作 を 要 求 す る 信 号 状 態 に 変 化 し た 場 合 は ド ア の 開 動 作 が 行 え る よ
う に 制 御 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ド ア 制 御 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 車 等 に お い て 電 動 機 で 開 閉 が 行 わ れ る 車 両 ド ア の 開 閉 駆 動 を 制 御 す る ド ア
制 御 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 鉄 道 車 両 用 等 の ド ア 制 御 装 置 に お い て は 、 車 両 の 走 行 中 に ド ア が 開 き 乗 客 が 車 外 に 転 落
等 し な い よ う に す る 安 全 の 確 保 が 必 要 で あ る 。 こ の た め 鉄 道 乗 務 員 の 操 作 ス イ ッ チ に よ る
ド ア の 開 動 作 指 令 が 無 い 場 合 に 、 ノ イ ズ 等 に よ り 開 動 作 指 令 を ド ア 制 御 装 置 が 誤 検 知 し て
ド ア の 開 動 作 を 行 わ な い よ う に す る 機 能 が 必 要 で あ る 。
　 こ の た め 、 特 許 文 献 １ 及 び ２ に お い て は 、 側 扉 動 作 指 令 を 、 多 重 化 構 成 の 入 力 装 置 に 取
り 込 ん で 多 重 化 し 、 こ の 多 重 化 さ れ た 側 扉 動 作 信 号 が 一 致 し た 場 合 に 側 扉 の 開 動 作 を 行 う
よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 こ の よ う な 多 重 化 構 成 の 入 力 回 路 に ノ イ ズ が 混 入 す る こ と に よ っ て 多 重 化 さ れ た
内 の あ る 側 扉 動 作 信 号 が ノ イ ズ の 影 響 で 変 化 し た 場 合 、 他 の 側 扉 動 作 信 号 と 一 致 し な く な
る の で 、 こ の 不 一 致 条 件 で 側 扉 を 開 動 作 さ せ な い よ う に し て 乗 客 の 安 全 を 確 保 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ ‐ ３ ０ １ １ ６ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ０ １ ６ １ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 １ 及 び ２ の よ う な 従 来 技 術 に お い て は 、 多 重 化 構 成 の 入 力 装 置 で 多 重
化 さ れ る 前 の 側 扉 動 作 指 令 に ノ イ ズ が 混 入 す る こ と に よ り 本 来 多 重 化 後 に 一 致 し な い は ず
の 各 信 号 が 一 致 し 、 こ れ に よ っ て 本 来 側 扉 を 開 動 作 し て は な ら な い タ イ ミ ン グ で 側 扉 が 開
動 作 し て し ま い 安 全 性 が 損 な わ れ る と い う 問 題 が あ る 。
　 ま た 、 一 過 性 の ノ イ ズ 等 の 悪 影 響 が 解 除 さ れ た 場 合 に 、 そ の 悪 影 響 で 本 来 多 重 化 後 に 一
致 す る は ず の 各 信 号 が 不 一 致 状 態 の ま ま で あ れ ば 、 側 扉 の 開 閉 動 作 が 出 来 な く な る の で 、
本 来 側 扉 を 開 閉 動 作 し な け れ ば な ら な い タ イ ミ ン グ で 開 閉 動 作 で き な く な る と い う 問 題 が
あ る 。
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 課 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 ド ア 動 作 指 令 信 号 が ノ イ ズ 等
の 悪 影 響 に よ っ て 不 適 正 に 変 化 し た 場 合 で も ド ア が 開 か な い よ う に 安 全 性 を 確 保 す る こ と
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が で き 、 悪 影 響 が 解 除 さ れ た 場 合 は 適 正 に ド ア の 開 閉 動 作 が 行 え る よ う に す る ド ア 制 御 装
置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 請 求 項 １ に よ る ド ア 制 御 装 置 は 、 入 力 さ れ る 少 な
く と も ２ つ の ド ア 動 作 指 令 信 号 に 応 じ て 車 両 用 の ド ア の 開 動 作 及 び 閉 動 作 を 制 御 す る ド ア
制 御 装 置 に お い て 、 前 記 ２ つ の ド ア 動 作 指 令 信 号 の う ち 一 方 の ド ア 動 作 指 令 信 号 が ド ア の
開 動 作 を 要 求 す る 信 号 状 態 に 変 化 し て か ら 設 定 時 間 内 に 他 方 の ド ア 動 作 指 令 信 号 が 開 動 作
を 要 求 す る 信 号 状 態 に 変 化 し な い 場 合 は 開 動 作 指 令 の 異 常 と 判 断 し 、 こ の 判 断 後 、 前 記 他
方 の ド ア 動 作 指 令 信 号 が 開 動 作 を 要 求 す る 信 号 状 態 に 変 化 し た 場 合 で も ド ア の 開 動 作 を 行
わ な い よ う に 制 御 す る 制 御 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 ド ア 動 作 指 令 信 号 が ノ イ ズ 等 の 悪 影 響 に よ っ て 不 適 正 に 変 化 し た 場
合 で も ド ア が 開 か な い よ う に 安 全 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ２ に よ る ド ア 制 御 装 置 は 、 請 求 項 １ に お い て 、 前 記 制 御 手 段 は 、
前 記 開 動 作 指 令 の 異 常 を 判 断 後 に 、 全 て の ド ア 動 作 指 令 信 号 が 閉 動 作 を 要 求 す る 信 号 状 態
に 変 化 し た 場 合 に 、 当 該 異 常 が 解 消 し た と 判 断 し 、 こ の 判 断 後 、 一 方 の ド ア 動 作 指 令 信 号
が 開 動 作 を 要 求 す る 信 号 状 態 に 変 化 し て か ら 前 記 設 定 時 間 内 に 他 方 の ド ア 動 作 指 令 信 号 も
開 動 作 を 要 求 す る 信 号 状 態 に 変 化 し た 場 合 は ド ア の 開 動 作 が 行 え る よ う に 制 御 す る こ と を
特 徴 と す る 。
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 一 過 性 の ド ア の 開 閉 ス イ ッ チ や ド ア 動 作 指 令 信 号 の 入 力 回 路 の 異 常
や ノ イ ズ に よ る 影 響 に よ り 開 動 作 異 常 と 判 断 し て も 、 そ の 後 、 異 常 に な っ て い た 要 因 が 無
く な っ た こ と を 判 断 し た 後 は 、 ド ア の 開 閉 動 作 を 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 の ド ア 制 御 装 置 に よ れ ば 、 ド ア 動 作 指 令 信 号 が ノ イ ズ 等 の 悪
影 響 に よ っ て 不 適 正 に 変 化 し た 場 合 で も ド ア が 開 か な い よ う に 安 全 性 を 確 保 す る こ と が で
き 、 悪 影 響 が 解 除 さ れ た 場 合 は 適 正 に ド ア の 開 閉 動 作 が 行 え る よ う に す る と い う 効 果 が あ
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 車 両 用 の ド ア 制 御 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
　 図 １ に 示 す ド ア 制 御 装 置 １ は 、 車 両 用 の ド ア ２ を 開 閉 駆 動 す る 電 動 機 ３ に 接 続 さ れ て お
り 、 複 数 の ド ア 動 作 指 令 信 号 １ ０ － １ ， １ ０ － ２ が 入 力 さ れ る 入 力 回 路 部 ４ と 、 そ の 入 力
さ れ た 複 数 の ド ア 動 作 指 令 信 号 １ ０ － １ ， １ ０ － ２ の 指 令 が ド ア ２ の 開 動 作 で あ る か 、 閉
動 作 で あ る か を 判 断 し 、 こ の 判 断 結 果 に 基 い て ド ア ２ の 開 又 は 閉 動 作 制 御 信 号 を 出 力 す る
開 閉 動 作 判 断 制 御 部 （ 制 御 手 段 ） ５ と 、 そ の 開 又 は 閉 動 作 制 御 信 号 に 応 じ て 電 動 機 ３ が ド
ア ２ を 開 又 は 閉 駆 動 す る た め の 電 力 を 、 そ の 電 動 機 ３ へ 供 給 す る 電 力 変 換 部 ６ と を 備 え て
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 次 に 、 上 記 の ド ア 制 御 装 置 １ を 鉄 道 車 両 に 用 い た 場 合 の 構 成 図 を 図 ２ に 示 し 、 そ の 説 明
を 行 う 。
　 こ の 図 ２ に 示 す 鉄 道 車 両 ７ は 、 側 面 に 複 数 の ド ア ２ が 開 閉 自 在 に 設 け ら れ 、 各 ド ア ２ に
ド ア 制 御 装 置 １ が 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 各 ド ア 制 御 装 置 １ に は 運 転 台 ８ に 配 設 さ れ た
開 閉 ス イ ッ チ ８ ａ が 配 線 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 各 ド ア ２ の 開 閉 を 行 う た め に 乗 務 員 が
開 閉 ス イ ッ チ ８ ａ の 操 作 を 行 う 。 こ の 操 作 に 応 じ て ド ア ２ の 開 閉 動 作 を 行 う た め の 複 数 の
ド ア 指 令 が ド ア 制 御 装 置 １ に 伝 え ら れ る 。 こ こ で は 、 便 宜 的 に 複 数 の ド ア ２ の 動 作 指 令 が
、 第 １ の 開 動 作 指 令 信 号 １ ２ － １ と 第 ２ の 開 動 作 指 令 信 号 １ ２ － ２ か ら 構 成 さ れ て い る と
す る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 但 し 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ド ア 制 御 装 置 １ の 開 閉 動 作 判 断 制 御 部 ５ は 、 後 述 の 動 作 に て
説 明 す る 第 １ の 開 動 作 指 令 監 視 タ イ マ ５ ａ と 、 第 ２ の 開 動 作 指 令 監 視 タ イ マ ５ ｂ と 、 タ イ
マ 制 御 部 ５ ｃ と 、 開 指 令 異 常 フ ラ グ ５ ｄ と 、 開 動 作 フ ラ グ ５ ｅ と 、 フ ラ グ 制 御 部 ５ ｆ と を
備 え て 構 成 さ れ て い る と す る 。
　 こ の よ う な 構 成 の ド ア 制 御 装 置 １ に よ る ド ア ２ の 開 閉 動 作 を 、 図 ４ に 示 す フ ロ ー チ ャ ー
ト を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て 、 第 １ の 開 動 作 指 令 信 号 １ ２ － １ 及 び 第 ２ の 開 動 作 指 令 信 号 １ ２
－ ２ の 双 方 又 は 何 れ か が ド ア 制 御 装 置 １ の 入 力 回 路 部 ４ に 入 力 さ れ る 。
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ に お い て 、 開 閉 動 作 判 断 制 御 部 ５ に て 第 １ 及 び 第 ２ の 開 動 作 指 令 信 号 １ ２
－ １ ， １ ２ － ２ の 双 方 の 信 号 が 入 力 さ れ た か 否 か 、 言 い 換 え れ ば Ｏ Ｎ （ オ ン ） と な っ た か
否 か が 判 断 さ れ る 。 双 方 と も Ｏ Ｎ の 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ に お い て 、 タ イ マ 制 御 部 ５ ｃ の
制 御 に よ っ て 第 １ 及 び 第 ２ の 開 動 作 指 令 監 視 タ イ マ ５ ａ ， ５ ｂ の 双 方 が リ セ ッ ト さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ に お い て 、 フ ラ グ 制 御 部 ５ ｆ に よ っ て 開 指 令 異 常 フ ラ グ ５ ｄ が Ｏ
Ｆ Ｆ （ オ フ ） で あ る か 否 か が 判 断 さ れ る 。 こ の 結 果 、 Ｏ Ｆ Ｆ の 場 合 は 、 フ ラ グ 制 御 部 ５ ｆ
に よ っ て 開 動 作 フ ラ グ ５ ｅ が セ ッ ト さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ に お い て 、 開 動 作 フ ラ グ ５ ｅ が セ
ッ ト さ れ た か 否 か が 判 断 さ れ る 。
　 セ ッ ト さ れ て い れ ば 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ に お い て 、 開 閉 動 作 判 断 制 御 部 ５ か ら 開 動 作 制 御 信
号 が 電 力 変 換 部 ６ へ 出 力 さ れ 、 電 力 変 換 部 ６ が ド ア ２ を 開 駆 動 す る た め の 電 力 を 電 動 機 ３
へ 供 給 し 、 こ れ に よ っ て ド ア ２ が 開 動 作 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 ス テ ッ プ Ｓ ４ に お い て 、 開 指 令 異 常 フ ラ グ ５ ｄ が Ｏ Ｆ Ｆ で な い 場 合 、 つ ま り Ｏ Ｎ の
場 合 は 開 動 作 指 令 が 異 常 な の で 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ の 判 断 を 行 う 。 こ の 結 果 、 開 動 作 フ ラ グ ５
ｅ が セ ッ ト さ れ て い な け れ ば 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ に お い て 、 開 閉 動 作 判 断 制 御 部 ５ か ら 閉 動 作
制 御 信 号 が 電 力 変 換 部 ６ へ 出 力 さ れ 、 電 力 変 換 部 ６ が ド ア ２ を 閉 駆 動 す る た め の 電 力 を 電
動 機 ３ へ 供 給 し 、 こ れ に よ っ て ド ア ２ が 閉 動 作 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 つ ま り 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 １ の 開 動 作 指 令 信 号 １ ２ － １ が 時 刻 Ｔ １ で Ｏ Ｎ と な っ た
後 に 、 予 め 定 め ら れ た 設 定 時 間 Ｔ ｓ 以 内 の 時 刻 Ｔ ２ で 第 ２ の 開 動 作 指 令 信 号 １ ２ － ２ が Ｏ
Ｎ と な り 、 こ れ に よ っ て 双 方 と も オ ン し た 場 合 は 、 ド ア ２ の 開 動 作 を 行 う 。 そ の 後 、 第 １
の 開 動 作 指 令 信 号 １ ２ － １ が 時 刻 Ｔ ３ に て Ｏ Ｆ Ｆ と な っ た 場 合 に 閉 動 作 を 行 う よ う に な っ
て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 上 記 ス テ ッ プ Ｓ ２ に お い て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 開 動 作 指 令 信 号 １ ２ － １ ， １ ２ － ２
の 双 方 が Ｏ Ｎ で な い 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ に お い て 、 開 閉 動 作 判 断 制 御 部 ５ に て 第 １ の 開
動 作 指 令 信 号 １ ２ － １ が Ｏ Ｎ で 、 第 ２ の 開 動 作 指 令 信 号 １ ２ － ２ が Ｏ Ｆ Ｆ で あ る か 否 か が
判 断 さ れ る 。
　 こ の 結 果 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 時 刻 Ｔ １ で 例 え ば 運 転 台 ６ の 開 閉 ス イ ッ チ ８ ａ の 異 常 や
入 力 回 路 部 ４ の 異 常 に よ り 第 １ の 開 動 作 指 令 信 号 １ ２ － １ が Ｏ Ｎ と な り 、 ま た 第 ２ の 開 動
作 指 令 信 号 １ ２ － ２ は Ｏ Ｆ Ｆ で あ っ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ に お い て 、 第 １ の 開 動 作 指 令
監 視 タ イ マ ５ ａ で は 計 時 動 作 が 継 続 さ れ 、 第 ２ の 開 動 作 指 令 監 視 タ イ マ ５ ｂ は タ イ マ 制 御
部 ５ ｃ に よ っ て リ セ ッ ト さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ に お い て 、 タ イ マ 制 御 部 ５ ｃ で 第 １ の 開 動 作 指 令 監 視 タ イ マ ５
ａ の 計 時 時 間 が 図 ６ に 示 す 設 定 時 間 Ｔ ｓ を 超 え た か 否 か が 判 断 さ れ る 。 こ の 結 果 、 設 定 時
間 Ｔ ｓ を 超 え た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ に お い て 、 フ ラ グ 制 御 部 ５ ｆ に よ っ て 開 指 令 異 常 フ
ラ グ ５ ｄ が セ ッ ト さ れ る 。 更 に ス テ ッ プ Ｓ １ ３ に お い て 、 開 動 作 フ ラ グ ５ ｅ が リ セ ッ ト さ
れ 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ へ 進 む 。 こ の 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ で は 開 動 作 フ ラ グ ５ ｅ は セ ッ ト さ れ て
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い な い と 判 断 さ れ る の で 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ で ド ア ２ が 閉 状 態 を 継 続 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 つ ま り 、 第 １ の 開 動 作 指 令 信 号 １ ２ － １ の み が Ｏ Ｎ と な っ て か ら 設 定 時 間 Ｔ ｓ を 超 え た
場 合 は 、 そ の 後 、 図 ６ の 時 刻 Ｔ ２ で 第 ２ の 開 動 作 指 令 信 号 １ ２ － ２ が オ ン と な っ て も 、 開
指 令 異 常 フ ラ グ ５ ｄ が セ ッ ト さ れ て い る の で ド ア ２ は 開 動 作 を 行 わ な い 。
　 次 に 、 上 記 ス テ ッ プ Ｓ ９ の 結 果 が Ｎ Ｏ の 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ に お い て 、 開 閉 動 作 判
断 制 御 部 ５ に て 第 １ の 開 動 作 指 令 信 号 １ ２ － １ が Ｏ Ｆ Ｆ で 、 第 ２ の 開 動 作 指 令 信 号 １ ２ －
２ が Ｏ Ｎ で あ る か 否 か が 判 断 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 結 果 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 時 刻 Ｔ １ で 例 え ば 運 転 台 ６ の 開 閉 ス イ ッ チ ８ ａ の 異 常 や
入 力 回 路 部 ４ の 異 常 に よ り 第 ２ の 開 動 作 指 令 信 号 １ ２ － ２ が Ｏ Ｎ と な り 、 ま た 第 １ の 開 動
作 指 令 信 号 １ ２ － １ は Ｏ Ｆ Ｆ で あ っ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ５ に お い て 、 第 １ の 開 動 作 指 令
監 視 タ イ マ ５ ａ は タ イ マ 制 御 部 ５ ｃ に よ っ て リ セ ッ ト さ れ 、 第 ２ の 開 動 作 指 令 監 視 タ イ マ
５ ｂ で は 計 時 動 作 が 継 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ に お い て 、 タ イ マ 制 御 部 ５ ｃ で 第 ２ の 開 動 作 指 令 監 視 タ イ マ ５
ｂ の 計 時 時 間 が 図 ７ に 示 す 設 定 時 間 Ｔ ｓ を 超 え た か 否 か が 判 断 さ れ る 。 こ の 結 果 、 設 定 時
間 Ｔ ｓ を 超 え た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ７ に お い て 、 フ ラ グ 制 御 部 ５ ｆ に よ っ て 開 指 令 異 常 フ
ラ グ ５ ｄ が セ ッ ト さ れ る 。 更 に ス テ ッ プ Ｓ １ ８ に お い て 、 開 動 作 フ ラ グ ５ ｅ が リ セ ッ ト さ
れ 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ へ 進 む 。 こ の 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ で は 開 動 作 フ ラ グ ５ ｅ は セ ッ ト さ れ て
い な い と 判 断 さ れ る の で 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ で ド ア ２ が 閉 状 態 を 継 続 す る 。
　 つ ま り 、 第 ２ の 開 動 作 指 令 信 号 １ ２ － ２ の み が Ｏ Ｎ と な っ て か ら 設 定 時 間 Ｔ ｓ を 超 え た
場 合 は 、 そ の 後 、 図 ７ の 時 刻 Ｔ ２ で 第 １ の 開 動 作 指 令 信 号 １ ２ － １ が オ ン と な っ て も 、 開
指 令 異 常 フ ラ グ ５ ｄ が セ ッ ト さ れ て い る の で ド ア ２ は 開 動 作 を 行 わ な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 上 記 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ の 結 果 が Ｎ Ｏ の 場 合 、 例 え ば 図 ７ に 示 す よ う に 、 時 刻 Ｔ ３ に
て 第 １ 及 び 第 ２ の 開 動 作 指 令 信 号 １ ２ － １ ， １ ２ － ２ の 双 方 が Ｏ Ｎ か ら Ｏ Ｆ Ｆ と な っ た 場
合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ９ に お い て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 開 動 作 指 令 監 視 タ イ マ ５ ａ ， ５ ｂ の 双 方 が
リ セ ッ ト さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ に お い て 図 ７ の 時 刻 Ｔ ３ に 示 す よ う に 開 指 令 異 常 フ ラ グ ５
ｄ が リ セ ッ ト さ れ 、 更 に ス テ ッ プ Ｓ ２ １ に お い て 開 動 作 フ ラ グ ５ ｅ が リ セ ッ ト さ れ る 。 こ
の 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ で 開 動 作 フ ラ グ ５ ｅ は セ ッ ト さ れ て い な い と 判 断 さ れ る の で 、 ス テ
ッ プ Ｓ ８ に お い て ド ア ２ の 閉 状 態 の ま ま と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ の 後 、 図 ７ の 時 刻 Ｔ ４ に 示 す よ う に 第 １ 及 び 第 ２ の 開 動 作 指 令 信 号 １ ２ － １ ， １ ２ －
２ の 双 方 が Ｏ Ｎ に な る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ の 判 断 結 果 が Ｙ ｅ ｓ と な る の で 、 前 述 で 説 明 し た
と 同 様 に ス テ ッ プ Ｓ ３ で 第 １ 及 び 第 ２ の 開 動 作 指 令 監 視 タ イ マ ５ ａ ， ５ ｂ の 双 方 が リ セ ッ
ト さ れ た 後 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ で の 判 断 は 開 指 令 異 常 フ ラ グ ５ ｄ が リ セ ッ ト さ れ て い る の で Ｙ
ｅ ｓ と な る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ に お い て 、 開 動 作 フ ラ グ ５ ｅ が セ ッ ト さ れ る 。 こ の 場
合 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ で は 開 動 作 フ ラ グ ５ ｅ が セ ッ ト さ れ て い る と 判 断 さ れ る の で 、 ス テ ッ プ
Ｓ ７ に お い て 、 開 閉 動 作 判 断 制 御 部 ５ か ら 開 動 作 制 御 信 号 が 電 力 変 換 部 ６ へ 出 力 さ れ 、 電
力 変 換 部 ６ が ド ア ２ を 開 駆 動 す る た め の 電 力 を 電 動 機 ３ へ 供 給 し 、 こ れ に よ っ て ド ア ２ が
開 動 作 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 つ ま り 、 図 ７ の 時 刻 Ｔ ３ に て 第 １ 及 び 第 ２ の 開 動 作 指 令 信 号 １ ２ － １ ， １ ２ － ２ の 双 方
と も Ｏ Ｆ Ｆ し た こ と で 、 第 １ の 開 動 作 指 令 信 号 １ ２ － １ が 早 期 に Ｏ Ｎ し た の は 一 過 性 の 現
象 と 判 断 し 、 開 指 令 異 常 フ ラ グ ５ ｄ を リ セ ッ ト す る 。 そ の 後 、 時 刻 Ｔ ４ で 第 １ 及 び 第 ２ の
開 動 作 指 令 信 号 １ ２ － １ ， １ ２ － ２ の 双 方 と も Ｏ Ｎ し 、 開 指 令 異 常 フ ラ グ ５ ｄ が セ ッ ト し
て い な い 条 件 を も っ て ド ア ２ の 開 動 作 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 本 実 施 の 形 態 の ド ア 制 御 装 置 １ に よ れ ば 、 開 閉 動 作 判 断 制 御 部 ５ に
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よ っ て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 開 動 作 指 令 信 号 １ ２ － １ ， １ ２ － ２ の う ち 第 １ の 開 動 作 指 令 信 号
１ ２ － １ が ド ア ２ の 開 動 作 を 要 求 す る 信 号 状 態 に 変 化 し て か ら 設 定 時 間 Ｔ ｓ 内 に 第 ２ の 開
動 作 指 令 信 号 １ ２ － ２ が 開 動 作 を 要 求 す る 信 号 状 態 に 変 化 し な い 場 合 は 開 動 作 指 令 の 異 常
と 判 断 し 、 こ の 判 断 後 、 第 ２ の 開 動 作 指 令 信 号 １ ２ － ２ が 開 動 作 を 要 求 す る 信 号 状 態 に 変
化 し た 時 で も ド ア ２ の 開 動 作 を 行 わ な い よ う に 制 御 す る よ う に し た 。
　 こ れ に よ っ て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 開 動 作 指 令 信 号 １ ２ － １ ， １ ２ － ２ が ノ イ ズ 等 の 悪 影 響
に よ っ て 不 適 正 に 変 化 し た 場 合 で も ド ア ２ が 開 か な い よ う に 安 全 性 を 確 保 す る こ と が で き
る 。 こ れ に よ っ て 、 車 両 運 行 中 に 誤 っ て ド ア ２ が 開 き 乗 客 が 車 外 へ 転 落 す る 等 の 事 故 を 防
止 し て 安 全 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 開 閉 動 作 判 断 制 御 部 ５ に よ っ て 、 上 記 の 開 動 作 指 令 の 異 常 を 判 断 後 に 、 第 １ 及 び
第 ２ の 開 動 作 指 令 信 号 １ ２ － １ ， １ ２ － ２ の 双 方 が 閉 動 作 を 要 求 す る 信 号 状 態 に 変 化 し た
場 合 に 、 当 該 異 常 が 解 消 し た と 判 断 し 、 こ の 判 断 後 、 第 １ の 開 動 作 指 令 信 号 １ ２ － １ が 開
動 作 を 要 求 す る 信 号 状 態 に 変 化 し て か ら 設 定 時 間 Ｔ ｓ 内 に 第 ２ の 開 動 作 指 令 信 号 １ ２ － ２
も 開 動 作 を 要 求 す る 信 号 状 態 に 変 化 し た 場 合 は ド ア ２ の 開 動 作 が 行 え る よ う に 制 御 す る よ
う に し た 。
　 こ れ に よ っ て 、 一 過 性 の 開 閉 ス イ ッ チ ８ ａ や ド ア 動 作 指 令 信 号 の 入 力 回 路 部 ４ の 異 常 や
ノ イ ズ に よ る 影 響 に よ り 開 動 作 異 常 と 判 断 し て も 、 そ の 後 、 異 常 に な っ て い た 要 因 が 無 く
な っ た こ と を 判 断 し た 後 は 、 ド ア ２ の 開 閉 動 作 を 行 う こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 車 両
運 行 上 の 利 便 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 車 両 用 の ド ア 制 御 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 上 記 ド ア 制 御 装 置 を 鉄 道 車 両 に 用 い た 場 合 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 上 記 ド ア 制 御 装 置 に お け る 開 閉 動 作 判 断 制 御 部 の 主 要 内 部 構 成 要 素 を 示 す ブ ロ ッ
ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 上 記 ド ア 制 御 装 置 に よ る ド ア の 開 閉 動 作 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る
。
【 図 ５ 】 一 方 の 開 動 作 指 令 信 号 が Ｏ Ｎ 後 に 設 定 時 間 以 内 に 他 方 の 開 動 作 指 令 信 号 が Ｏ Ｎ と
な っ た 状 態 を 示 す タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 一 方 の 開 動 作 指 令 信 号 が Ｏ Ｎ 後 に 設 定 時 間 を 越 え て か ら 他 方 の 開 動 作 指 令 信 号 が
Ｏ Ｎ と な っ た 状 態 を 示 す タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ７ 】 一 方 の 開 動 作 指 令 信 号 が Ｏ Ｎ 後 に 設 定 時 間 を 越 え て か ら 他 方 の 開 動 作 指 令 信 号 が
Ｏ Ｎ と な り 、 そ の 後 双 方 の 信 号 と も Ｏ Ｆ Ｆ と な っ た 後 に Ｏ Ｎ と な っ た 状 態 を 示 す タ イ ミ ン
グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ 　 ド ア 制 御 装 置
　 ２ 　 ド ア
　 ３ 　 電 動 機
　 ４ 　 入 力 回 路 部
　 ５ 　 開 閉 動 作 判 断 制 御 部
　 ５ ａ 　 第 １ の 開 動 作 指 令 監 視 タ イ マ
　 ５ ｂ 　 第 ２ の 開 動 作 指 令 監 視 タ イ マ
　 ５ ｃ 　 タ イ マ 制 御 部
　 ５ ｄ 　 開 指 令 異 常 フ ラ グ
　 ５ ｅ 　 開 動 作 フ ラ グ
　 ５ ｆ 　 フ ラ グ 制 御 部
　 ６ 　 電 力 変 換 部
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　 ７ 　 鉄 道 車 両
　 ８ 　 運 転 台
　 ８ ａ 　 開 閉 ス イ ッ チ
　 １ ０ － １ ， １ ０ － ２ 　 ド ア 動 作 指 令 信 号
　 １ ２ － １ 　 第 １ の 開 動 作 指 令 信 号
　 １ ２ － ２ 　 第 ２ の 開 動 作 指 令 信 号

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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